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本書は，日本の北に位置し，1905年から 1945年にかけて日本がその南半分を領有したサ
ハリン（旧樺太）で形成された日本語の接触方言に見られる特徴を，特に現地で生活してき
た朝鮮人，ウイルタ人，アイヌ人，ニヴフ人を中心に概説するものである。
サハリンにはこの 40年の間，当時の人口の 95％が日本人である時代があった。その時期

に 40万以上にのぼる居住者が生活していた。当地に移住者が持ち込んだ日本語方言の接触
により，「樺太方言」という接触方言が形成された。当時の方言を調査した平山（1957）に
よれば，当時の樺太方言は北海道方言との共通点が多く見られるとされる。北海道方言と樺
太方言の形成が関連している様子が窺えるのである。
その日本語は第二次世界大戦後，それまでとは異なる歴史を歩むことになる。引き揚げが

終了した 1950年には，日本人の樺太方言話者のほとんどが現地からいなくなったのである。
その一方，南サハリンを日本が領有していた時代に日本語を習得した朝鮮人，ニヴフ人，ウ
イルタ人などは現地での生活を続けた。もちろん，当時，ロシア人を含めた彼らと婚姻関係
をもった日本人の多くは，現地で生活してきた。
ペレストロイカ以降，外国人の入国が可能になり，日本人を始めとするさまざまな分野の

研究者が現地で調査を実施するようになった。言語学的研究については，1990年以降，樺
太アイヌ語，ニヴフ語，朝鮮語，ウイルタ語の調査がなされているが，日本語を扱った研究
は著者が現地で調査を開始した 2003年まで存在しなかった。その後に現地で実施された研
究をまとめた本書は，日本語樺太方言の姿を総合的に見つめる試みとして位置付けられる。
本書の目的は，この樺太方言が接触方言であることを示すと同時に，第二言語として（人

によっては第一言語として）習得した日本語に見られる特徴を，これまで著者が現地サハリ
ン，そして北海道，東京，韓国で実施してきた調査研究の成果を活用しながら考察を行うこ
とにある。
本章の構成を以下に示す。
　はじめに
　第 1章　サハリンの概要
　第 2章　サハリンの言語接触史における日本語の位置付け
　第 3章　サハリンの日本語を記録・保存するための調査
　第 4章　サハリンに生まれた日本語の接触方言



朝日　祥之

196 国語研プロジェクトレビュー　Vol.3 No.3 2013

　第 5章　ポロナイスク（敷香町）における言語接触
　第 6章　漁撈語彙に見る言語接触
　第 7章　ウイルタ人の日本語に見られる言語的特徴
　第 8章　サハリンにおける「危機言語」と日本語教育
　第 9章　まとめと今後の展望
　付　録　サハリンでの日本語談話データ

第 1章では，サハリンの概要から始まり，第 2章でサハリンにおける言語接触状況を通時
的に考察する。樺太方言の調査データを収集するためのフィールドワークの方法を第 3章で
記し，第 4章で，樺太方言の特徴を語彙，音声・音韻，形態，アクセントのそれぞれについ
て要説する。第 5章では，ポロナイスク（旧敷香）における言語接触状況を，日本領有時代
における日本語教育なども含めながら述べ，第 6章では，漁撈語彙から見たサハリンの言語
接触，第 7章ではウイルタ人の日本語に見られる特徴をそれぞれ取り上げる。第 8章では現
在のサハリンにおける少数民族（朝鮮人，ウイルタ人，ニヴフ人，アイヌ人，日本人）を取
り巻く民族語教育の現状を示し，第 9章で本書のまとめを行った。最後に朝鮮人による日本
語談話資料を付録として付した。
本書は，戦後半世紀以上が経過してはじめて着手された日本語樺太方言をめぐるさまざま

な社会言語学的問題に取り組んだものとして位置付けられる。今後，他の海外の日本語シリー
ズとして刊行されたものと並んで，旧来の方言学，日本語学では指摘されてこなかったよう
な，新しい知見（特に接触言語学的な観点から得られる知見）が得られ，今後の発展が期待
できる。
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